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大阪教育大学
附属高等学校
平野舎ＳＧＨ

大阪・アジアをステージとする課題研究・フィールドワーク

「４つの力」
を測定するための

・ルーブリック項目

・独自の評価指標

大阪教育大学
アセスメントグループ

（仮称）
との連携・共同開発

大教大スマートフォリ
オシステムを活用

評価方法
の開発

教 科 課題研究

附属高校他校舎
との生徒交流学習

附属平野中学校の
総合学習
(1～3年）

との指導法接続

京都大学
レジリエンス研究ユニット

地球工学科国際コース

大阪大学（協力協定締結）

人間科学部、国際医療センター

Global Collaboration Center 等

国
内
連
携
先 関西学院大学

総合政策学部

大阪大学ASEANセンター(タイ)

感染症共同研究センター(タイ)

EDF-Thai

ボルネオ保全トラスト 等

海
外
連
携
先

サラヤ(株)

(有)ビッグイシュー日本

(公社)日本ＷＨＯ協会

大阪市危機管理室

NPO法人釜ヶ崎

トリアムウドムスクサ高校
（タイ、協定校）

マカティサイエンススクール
（フィリピン）

高雄師範大学附属高級中学
（台湾、協定校）

連携

アクティブ・
ラーニング

の導入

大阪教育大学

多面的に”いのち”を考えるグローバルリーダーの育成

学校設定科目
の新設

（１年）

「生命の倫理」

「公共と経済」

いのち を支える

格差・貧困
経済的

自立支援

児童労働フェア
トレード

防災・減災

いのち を 守 る
地震・洪水 防災マップ

いのち を つなぐ
母子手帳

高齢者介護

感染症

医療・保健

３年［1単位］ 課題研究
成果発表会

アジアフィールド
ワーク（約30名）

Development
Challenge

アジアの課題を探究
アクション

プランの提案
課題の再認識
ブラッシュアップアジアの課題発見

大阪の課題発見
アジアの

現状認識

Basic

Approach
大阪とアジアの

現状認識

大阪フィールドワーク

タイ研修旅行（全員）

探究活動・提案

２年［２単位］

１年［３単位］

１,２年
全体

発表会

強靱なくにづくり
まちづくり

成果の

発信・普及へ
総括論文
の作成

論文作成 及び アクションプランの評価・検証

教養重視
高校学習内容
の徹底
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目標分析による学力整理により「課題研究」「教科」「特別活動」
が連携できるようになった！

平野校舎SGH「４つの力」

課題解決力

・ 多面的思考力
・ 論理的思考力
・ 批判的思考力
・ 情報収集・分析力
・ 計画立案力

A

多文化理解力

・ 多面的思考力
・ 自文化理解力
・ 他文化理解力

C

コミュニケーション
力

・ 質問力
・ 受容力
・ 外国語運用力

B

セルフ
マネジメント力

・ ストレスコーピング
・ ストレスマネジメント

D

※ 「個人として習得すべき力」と「他者との関係により身につく活用・探究力」で構成



バリュールーブリックの開発



医療・保健
母子手帳、感染症、高齢者介護等の問題
からみえてくるグローバル課題を考え、

"いのち"をつなぐ共助・共生社会を実現する
医療・保健のあり方を提案・発表する。

母子手帳
中村教授

感染症
垣本教授

格差・貧困

さまざまな格差や貧困の現状を知り、NPO、
NGOの取組、グローバル企業のCSR活動等
を研究し、 “いのち”を支える共助・共生社

会の実現に向けて提案・発表する。

防災・減災

自然災害の現状と対策を研究し、大阪、日本、
アジアにおいて、 “いのち”を守るレジリエン

トな
まちづくり・くにづくり・ひとづくりを提案・発表す

る。

赤字はテーマ例と連携指導者

関西学院大学総合政策学部
ボルネオ保全トラスト (一社)アショカ・ジャパン
(公社)セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
Global Shapers Community Osaka Hub 等

京都大学レジリエンス研究ユニット
京都大学強靭な国づくりを担う国際人育成
のための中核拠点
京都大学地球工学科国際コース 等

大阪大学附属病院国際医療センター
大阪大学ＡＳＥＡＮセンター
日本タイ感染症共同研究センター
(公社)日本WHO協会 等

高齢者介護

河森教授

地震洪水
大津教授

防災マップ

峯教授

藤井教授

コミュニ
ティーの再生

D A

BC

H

J I

E

G F

d a

bc
経済的

自立支援

西野教授
δ

α

β

γh

j i

e

g f

フェア
トレード
小池教授 鈴木教授

児童労働

θ

κ ι

ε

η ζ

グループ間
討議グループ内

討議

研
究
領
域
間
討
議

A

E

a

e

α

ε

研
究
領
域
間
討
議

研究領域間討議

課題発見

のための

情報収集･

分析

課題発見

テーマの
絞り込み

研究計画

立案

課題解決の

ための情報

収集･分析

考察･

討論
評価

新しい

課題発見の

ための情報

収集･分析

具体的な

提案･

発表･実践

※本校が考える課題研究のプロセス
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平成29年度 SGH推進体制（校内）

評価開発グループ
代表 武部

＊評価担当
中井・山崎・近藤・日比

大阪教育大学
アセスメントグループ

課題研究
評価担当

1年担

当
医療・
保健

格差・
貧困

防災・
減災

2年担

当
医療・
保健

格差・
貧困

防災・
減災

3年担

当

1組

（C/D）

2組

（C/D）

3組

（C/D）

担任A 担任B 担任C

課題研究
評価担当

Dコース担当

学年主任

SG
H
委
員
長

１，2年 TA各領域2名ずつ

課題研究グループ

教科：アクティブラーニング
鏑木、琢磨、木戸、渡辺、各教科主任

国内FW 海外研修海
外FW

発表会
交流会

大阪大学セミナー ：木戸、理科助手



評価開発チャート



平野メソッド① 「４つの学習ツール」

情報カード
個々の生徒が収集した情報を事項毎に1枚に記入するB6判カード。情報の集約や分

類が可能。個人の活動評価資料としても活用

ミニマムリスト
主題、副題、仮説、考察など探究活動に最小限必要な14の要素を記入する表

ブリッジシート
生徒が記録したミニマムリストの内容を発表用ポスター作成へと反映させるシート

チェックリスト

ポスター作成後、チェックポイントに沿ってポスター構成の工夫を記録するシート

課題研究進捗状況表

ミニマムリストの内容を班ごとにまとめたものであり、この進捗表を元に教員が指導



個人通し番号により、個人が
集めた情報の量がわかる

名前

情報源を記しておくことで
再検索が容易となる





ミニマムリスト



調べ学習と課題研究 （ミニマムリストの構造）

タイトル

主題

副題

目的

背景

問題提起

意義

仮説

仮説の
検証方法

方法

対象

手法

結果

データ

結果

考察

まとめ

結論

結論を導
く論拠



課題研究進捗状況表



ブリッジシートからポスターへ



ポスターの評価と指導



ポスターに使った技法チェック

ポスター作成のチェックリスト



平野メソッド② 「論文作成ツール(開発中)」

“いのち”に関する総括論文 作成シート １
2年間の課題研究の結果を“いのち”に関する課題へと昇華するためのシート。

課題整理と20年後の社会を想定することまでがゴール。

“いのち”に関する総括論文 作成シート ２
「作成シート１」で想定した社会の実現に向けた提案をまとめて、“いのち”に関

する総括論文の仮テーマを決定するためのシート

論文作成 ブリッジシート
ブリッジシートにある「論文の項目」について「作成シート１・２」を参考にしてまと

める。 論文でもっとも言いたい内容を絞り込み正式な研究テーマを決定する。

教員の指導ポイント
がはっきりする



“いのち”に関する総括論文 作成シート１
‟いのち”に関する総括論文　作成シート　１

自分の研究 参考研究　A 参考研究　B 参考研究　C 参考研究　D

⓪　キーワード
（5つ程度）

①　研究目的

②　結論（アク
ションプラン）

③　‟いのち”を
守り、つなぎ、
支えるために大
切なこと

④　現状の課題
（⓪キーワード
や③の内容に
ついて比較した
り,共通項を整
理したりして考
える）

⑤　あなたが理
想とする、20年
後の社会
（日本・世界）



“いのち”に関する総括論文 作成シート２



“いのち”に関する総括論文 作成シート２(説明用)



“いのち”に関する総括論文 ブリッジシート

“いのち”に関する総括論文　ブリッジシート
プロットおよび内容

序論 背景・目的
背景（現状）を述べたうえで、どこが、どのように問題なのか、問
題の所在を整理する

そこで、本研究では○○○を
明らかにすることを目的とする

研究方法

平成29年3月『○○に関する研究』『△△に関する研究』『××
に関する研究』…「平成28年度スーパーグローバルハイスクー
ル　生徒課題研究成果資料集」、大阪教育大学附属高等学校
平野校舎編を資料とし、比較・分析をおこなう。
その他、平成◇年　月　□□（研究論文や本など）
○○におけるインタビュー
△△のアンケート
◇◇へのフィールドワーク　　　　　等

以上により、目的の達成
に向かう。

結果

考察

結論 まとめ

項目 内容・表現

研究テーマ

“いのち”に関する総括論文　作成シート１の②の結論（アクションプラン）、③を軸
にまとめる。
その他、論文を補強するデータや図表、文献などの内容もここに示す。
必ず出典は記載しておく。引用・参考文献・参考資料は最後に記す。引用の場合

には、１）と記し、論文の最後に「１）○○より」や「１）○○P．△」などと書く。

「“いのち”に関する総括論文　作成シート１」の④、⑤および「“いのち”に関する総
括論文　作成シート２」の課題と解決方法の提案についてまとめて、記す。

論文で言いたいことを端的に一文で表す
「序論」「本論」までに述べていない要素を含めてはいけない
「課題」や「展望」を入れることもある
「結論」の後に、必要に応じて「謝辞」を入れる
最後に「文献リスト」（引用文献・参考文献・資料など）を必ず入れる

本論


